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谷中善典 

「中小企業が共同職業訓練を利用する要因 ―東京のめっき産業の事例を中心に―」 

【要旨】 

本研究では共同職業訓練の実施を支えている仕組みを、東京のめっき産業を事例に、企業

内要因、企業間の相互関係に注目して検討した。①企業内要因としては、共同職業訓練を

基礎技術を習得する訓練と位置付けて企業内訓練との連続性をもった重要な人材育成方策

と捉えていること、②企業間の相互関係としては、工業組合が基盤となって共同職業訓練

を支えるとともに外部機関と密接な連携をとることが挙げられる。 

 

 

田中萬年 

「日本における「徒弟制度」観の系譜－国際的概念と日本的人間育成観の葛藤－」 

【要旨】 

トランプ政権が人材育成戦略に見習い制度を組み込んだように、欧米では徒弟制度が重視 

されているが日本では死語に近い。日本で徒弟制度が批判されたのはＧＨＱが規程によら 

ない恣意的弟子養成の方法を徒弟制度として批判したのが端緒であり、労働組合も同調し 

社会に定着した。英国の教科書では教育訓練の意義が解説されているが、日本では雇用問 

題の封建性のみを記述し、教育訓練の重要性を看過してきた問題が拡大再生産されてい

る。 

 

 

田中卓也 

「多野鶴吉および川合信水における模範工場視察に関する考察」 

【要旨】 

本研究では、郡是製糸株式会社の創設に尽力した社長波多野鶴吉と教育担当者川合信水を

中心とした模範工場視察の実施とその意義を見いだすことを目的とした。視察では既に東

国蚕業視察を皮切りとして群馬を中心に製糸技術、キリスト教を持ち帰った。続けて模範

工場視察では鐘紡を最も参考にし工場経営、教育施設、寮舎を参考とした。郡是を模範と

した工場の存在を見いだすことが今後の課題である。 
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